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日
本
に
は
33
か
所
の
認
定
さ
れ
た
地
域

が
あ
り
、
連
携
を
深
め
る
こ
と
は
啓
発
活

動
に
繋
が
り
、
交
流
人
口
の
増
加
、
地
域

の
活
性
化
に
繋
が
る
と
考
え
る
。

　

ジ
オ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
は
「
大
地
の
遺
産

を
楽
し
む
ジ
オ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
推
進
し
地

域
の
経
済
を
持
続
的
な
形
で
活
性
化
す

る
」
と
あ
る
。「
他
の
地
域
と
の
連
携
」
と

「
今
後
の
取
組
」
に
つ
い
て
所
見
を
伺
う
。

　

連
携
に
つ
い
て
は
大
変
重
要
で
あ
り
、

こ
れ
ま
で
平
成
22
年
の
第
１
回
糸
魚
川
大

会
か
ら
昨
年
隠
岐
の
島
町
で
開
催
さ
れ
た

第
４
回
の
隠
岐
大
会
ま
で
の
日
本
ジ
オ

パ
ー
ク
全
国
大
会
に
は
す
べ
て
に
参
加
し

交
流
を
深
め
て
き
た
。

　

ま
た
、
昨
年
東
京
で
開
催
さ
れ
た
ジ
オ

パ
ー
ク
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
展
で
も
ブ
ー
ス

出
展
す
る
な
ど
全
国
の
他
地
域
と
協
働
し

た
情
報
発
信
、情
報
交
換
に
努
め
て
き
た
。

　

今
後
の
取
組
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き

全
国
大
会
な
ど
様
々
な
ジ
オ
パ
ー
ク
の
イ

ベ
ン
ト
に
積
極
的
に
参
加
し
、
他
の
ジ
オ

パ
ー
ク
と
の
交
流
を
深
め
、
誘
客
効
果
も

高
め
て
い
き
た
い
。

　

さ
ら
に
、
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
も
全
国
を
六
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
分

け
て
、
連
携
強
化
を
検
討
し
、
隠
岐
が
参

加
す
る
中
四
国
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
、
今

後
事
務
局
連
絡
会
な
ど
を
開
催
し
な
が
ら

ジ
オ
ツ
ア
ー
な
ど
具
体
的
な
連
携
事
業
に

つ
い
て
の
検
討
を
行
う
。

　

ま
た
、
５
月
25
日
（
日
）
に
松
江
市
の

く
に
び
き
メ
ッ
セ
で
「
隠
岐
世
界
ジ
オ

パ
ー
ク
・
フ
ェ
ス
タ
」
を
開
催
す
る
。
こ

の
フ
ェ
ス
タ
は
著
名
人
を
講
師
に
招
い
て

の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
あ
る
い
は
新
鮮
な
隠

岐
の
海
産
物
、
農
産
物
の
展
示
即
売
会
、

観
光
ブ
ー
ス
、
ジ
オ
ブ
ー
ス
、
体
験
コ
ー

ナ
ー
の
設
置
、
い
わ
が
き
や
隠
岐
牛
を
味

わ
う
屋
台
村
を
設
置
す
る
こ
と
な
ど
を
計

画
し
て
い
る
。

　

今
後
も
こ
う
し
た
活
動
を
積
極
的
に
行

い
、
再
認
定
に
向
け
た
取
り
組
み
に
合
わ

せ
て
隠
岐
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
す
る
と
と
も
に

誘
客
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

・「
隠
岐
馬
」
の
骨
格
標
本
：
三
瓶
自
然

館
サ
ヒ
メ
ル

・
漁
船
の
網
に
か
か
っ
た
「
ナ
ウ
マ
ン
ゾ

ウ
の
牙
」：
隠
岐
自
然
館

・
故
木
村
康
信
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
「
ト
キ
の

羽
」：
三
瓶
自
然
館
サ
ヒ
メ
ル

里
帰
り
は
出
来
な
い
か
所
見
を
伺
う
。

　

三
瓶
自
然
館
サ
ヒ
メ
ル
に
展
示
さ
れ
て

い
る
「
隠
岐
馬
」
の
骨
格
標
本
に
つ
い
て

は
、
レ
プ
リ
カ
で
あ
り
、
原
標
本
は
昭
和

17
年
に
島
根
大
学
が
知
夫
村
の
崖
か
ら
転

落
死
し
た
「
隠
岐
馬
」
の
骨
を
譲
り
受
け

た
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、「
ト
キ
の
羽
」
に
つ
い
て
は
、

平
成
２
年
ご
ろ
に
個
人
所
有
者
か
ら
元
県

職
員
が
借
り
受
け
て
、
サ
ヒ
メ
ル
に
展
示

さ
れ
て
い
る
。

　

三
度
沖
で
魚
網
に
か
か
っ
た
「
ナ
ウ
マ

ン
ゾ
ウ
の
牙
」
に
つ
い
て
は
、昭
和
61
年
、

当
時
の
浦
郷
漁
協
が
西
郷
町
へ
貸
出
し
、

隠
岐
自
然
館
に
展
示
さ
れ
て
い
る
経
過
と

い
う
こ
と
が
判
明
し
た
。

　
「
隠
岐
馬
」
の
原
標
本
所
有
者
は
島
根

大
学
で
あ
る
こ
と
。「
ト
キ
の
羽
」、「
ナ

ウ
マ
ン
ゾ
ウ
の
牙
」
に
つ
い
て
は
、
所
有

者
が
そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
意
思
で
貸
し
出
し

た
も
の
で
あ
り
、難
し
い
と
考
え
て
い
る
。

　

本
町
の
葬
儀
は
、
各
地
区
の
慣
習
に

よ
っ
て
自
宅
葬
に
よ
り
行
わ
れ
て
い
る
。

葬
具
の
調
達
は
Ｊ
Ａ
で
、
火
葬
は
町
の
施

設
を
利
用
し
て
い
る
が
、
人
口
減
少
と
若

者
の
他
出
に
よ
り
従
来
の
慣
習
が
維
持
で

き
な
く
な
っ
て
い
る
。
町
営
住
宅
で
の
自

宅
葬
は
間
取
り
か
ら
困
難
で
あ
り
、
今
後

は
子
育
て
、
介
護
の
よ
う
に
公
の
関
与
が

必
要
な
状
況
に
な
っ
て
い
る
と
思
う
。

　

町
に
お
い
て
、
町
民
が
人
生
最
期
の
儀

式
を
悔
い
な
く
送
れ
る
葬
儀
シ
ス
テ
ム
を

立
ち
上
げ
て
は
ど
う
か
と
思
う
が
所
信
を

伺
う
。

　

最
近
で
は
、
過
疎
・
高
齢
化
の
進
行
に

よ
り
葬
祭
の
行
事
を
行
う
の
に
大
変
支
障

が
で
て
き
て
い
る
と
い
っ
た
声
も
聞
か
れ

て
い
る
。

　

自
宅
が
手
狭
で
あ
る
公
営
住
宅
な
ど
に

つ
い
て
は
、
各
地
区
の
集
会
所
や
お
寺
な

ど
を
使
用
す
る
の
も
一
つ
の
方
法
で
は
な

い
か
と
思
う
。

　

葬
儀
に
つ
い
て
は
大
変
デ
リ
ケ
ー
ト
な
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問
題
で
あ
る
の
で
、町
と
し
て
も
各
地
区
、

Ｊ
Ａ
な
ど
の
関
係
団
体
と
協
議
を
し
て
い

き
た
い
。

　

現
在
の
火
葬
場
付
近
の
道
路
は
勾
配
、

幅
員
、
線
形
に
問
題
が
あ
り
、
特
に
冬
場

は
利
用
困
難
と
な
る
時
が
あ
る
の
で
改
善

を
要
す
る
と
思
う
が
所
信
を
伺
う
。

　

こ
の
道
路
は
、
草
地
開
発
事
業
の
「
牧

道
」
と
し
て
整
備
さ
れ
た
も
の
で
、
牛
馬

や
放
牧
場
の
管
理
用
に
整
備
さ
れ
た
道
路

で
あ
る
の
で
一
般
道
よ
り
急
勾
配
、
急

カ
ー
ブ
の
箇
所
も
あ
る
。

　

長
年
に
わ
た
る
経
年
劣
化
に
よ
り
火
葬

場
付
近
の
Ｓ
字
カ
ー
ブ
部
分
が
特
に
舗
装

面
や
排
水
溝
の
機
能
低
下
に
よ
っ
て
、
車

の
通
行
に
少
し
支
障
を
き
た
し
て
い
る
の

で
、
再
舗
装
や
排
水
溝
整
備
な
ど
に
よ
る

幅
員
の
確
保
を
行
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
今
の
と
こ
ろ
新

路
線
を
整
備
す
る
考
え
は
な
い
が
、
住
民

の
皆
様
に
は
降
雪
時
に
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ

イ
ヤ
や
チ
ェ
ー
ン
の
装
着
な
ど
を
お
願
い

す
る
と
と
も
に
、
町
と
し
て
は
適
宜
の
部

分
改
良
や
降
雪
時
の
素
早
い
道
路
管
理
に

努
め
て
い
く
。

　

近
年
の
保
育
士
不
足
は
全
国
的
な
も
の

で
あ
り
、
本
町
も
例
外
で
は
な
い
。

　

昨
年
末
か
ら
町
内
で
不
安
視
さ
れ
て
い

る
、
保
育
士
退
職
に
よ
る
保
育
士
不
足

と
、
そ
の
こ
と
に
よ
る
待
機
児
童
発
生
の

不
安
が
あ
る
。
若
者
の
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
を

促
進
す
る
本
町
で
は
安
心
し
て
子
育
て
を

す
る
う
え
に
お
い
て
、
待
機
児
童
の
発
生

は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。
定

年
以
外
で
退
職
す
る
人
に
は
そ
れ
ぞ
れ
理

由
が
あ
り
、
町
と
し
て
そ
の
理
由
を
し
っ

か
り
精
査
し
、
思
い
き
っ
た
施
策
を
実
施

す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

　

そ
こ
で
、
み
た
保
育
園
、
シ
オ
ン
保
育

園
の
現
状
と
来
年
度
以
降
の
保
育
士
確
保

に
対
す
る
対
策
を
伺
う
。

　

保
育
士
は
全
国
的
に
不
足
し
て
お
り
、

本
町
に
お
い
て
も
昨
年
末
に
退
職
な
ど
に

よ
る
保
育
士
の
不
足
が
生
じ
、
特
に
未
満

児
の
入
所
が
困
難
な
状
況
と
な
っ
て
い
た
。

　

平
成
25
年
度
に
は
20
数
名
の
子
供
が
出

生
し
て
お
り
、
26
年
度
に
は
待
機
児
童
の

発
生
が
心
配
さ
れ
た
が
、
両
保
育
園
と
も

に
保
育
士
の
確
保
が
出
来
た
こ
と
か
ら
待

機
児
童
の
発
生
に
至
ら
な
か
っ
た
。

　

平
成
26
年
度
の
両
保
育
園
の
状
況
で
あ

る
が
、
シ
オ
ン
保
育
園
、
み
た
保
育
園
の

入
所
申
込
み
数
は
、
そ
れ
ぞ
れ
41
名
と
33

名
で
保
育
士
の
国
の
配
置
基
準
は
そ
れ
ぞ

れ
６
名
と
５
名
に
な
る
。

　

実
際
の
保
育
士
数
は
シ
オ
ン
保
育
園
が

７
名
、
み
た
保
育
園
が
６
名
で
あ
る
の

で
、
現
時
点
で
は
国
の
基
準
を
満
た
し
て

い
る
。
保
育
士
確
保
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
は
、
シ
オ
ン
保
育
園
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

へ
の
掲
載
、
知
人
な
ど
か
ら
の
情
報
収
集

な
ど
行
い
、
み
た
保
育
園
は
町
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
、
福
祉
専
門
学
校
へ
の

訪
問
な
ど
確
保
に
努
め
て
い
る
。

　

ま
た
、
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、
実

習
生
の
受
け
入
れ
先
に
両
保
育
園
を
候
補

地
と
し
て
い
た
だ
く
よ
う
大
学
等
へ
の
働

き
か
け
も
行
っ
て
い
る
。

　

現
在
の
と
こ
ろ
保
育
士
数
は
充
足
し
て

い
る
が
、
保
育
士
の
退
職
な
ど
や
園
児
数

の
増
加
が
予
想
さ
れ
る
の
で
、
引
き
続
き

保
育
士
確
保
に
努
め
て
い
く
。

　

小
中
学
校
の
新
校
舎
建
設
工
事
が
進
ん

で
い
る
が
、
給
食
セ
ン
タ
ー
の
建
設
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。
２
５
０
㎡
の
用
地

は
確
保
さ
れ
て
い
る
が
、
未
だ
に
建
設
予

定
が
は
っ
き
り
し
て
い
な
い
。

消
費
税
が
４
月
か
ら
８
％
に
決
定
し
、
来

年
10
月
か
ら
は
10
％
に
な
る
可
能
性
が
あ

り
、
早
期
に
建
設
す
る
こ
と
が
財
政
負
担

を
軽
減
す
る
こ
と
に
な
る
と
思
う
。

　

ま
た
、
新
校
舎
は
27
年
度
中
に
完
成

し
、
28
年
度
よ
り
子
供
達
の
勉
学
が
始
ま

る
が
、
27
年
度
中
に
給
食
セ
ン
タ
ー
が
完

成
し
て
い
な
け
れ
ば
、
授
業
が
始
ま
っ
て

か
ら
の
工
事
に
な
り
、
騒
音
や
工
事
車
両

な
ど
に
よ
る
危
険
が
伴
い
、
教
育
環
境
が

悪
く
な
る
の
で
早
く
建
設
す
る
べ
き
だ
と

思
う
が
所
信
を
伺
う
。

　

給
食
セ
ン
タ
ー
の
建
設
に
つ
い
て
は
、
小

学
校
の
統
合
問
題
検
討
委
員
会
や
学
校
建
設

実
施
設
計
検
討
会
な
ど
に
お
い
て
も
取
り
上

げ
ら
れ
、
旧
校
舎
の
技
術
室
跡
地
付
近
を
将

来
の
建
設
候
補
地
と
す
る
が
、
当
分
の
間
は

学
校
菜
園
と
し
て
利
用
す
る
と
説
明
を
し
て

き
た
。

　

現
在
の
給
食
セ
ン
タ
ー
は
小
中
学
校
の
給

食
を
調
理
し
配
送
し
て
い
る
が
、
現
時
点
で

特
に
大
き
な
問
題
も
な
い
と
考
え
、
ま
た
本

町
は
今
後
大
き
な
財
政
負
担
を
伴
う
各
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
な
ど
も
目
前
に
控
え
て
い
る
の

で
、
当
面
は
困
難
だ
と
思
っ
て
い
る
。


